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『
宇
垣
一
成
と
戦
間
期
の
政
治
外
交
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
「
宇
垣
一
成
と
戦
間
期
の
政
治
外
交
」
は
、
大
正
期
か
ら
昭
和
戦
前
期
に
お
け
る
軍

人
政
治
家
宇
垣
一
成
の
曲
折
に
満
ち
た
政
治
指
導
と
外
交
指
導
と
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

宇
垣
は
、「
宇
垣
軍
縮
」
に
よ
る
四
個
師
団
削
減
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
安
定
し
た
政
治

優
位
の
政
軍
関
係
と
国
際
協
調
主
義
と
を
基
調
と
す
る
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
体
制
の
成
立

に
貢
献
し
た
陸
軍
大
臣
お
よ
び
陸
軍
出
身
の
政
治
家
と
知
ら
れ
、
陸
軍
か
ら
忌
避
さ
れ
る
一
方

で
、
政
党
勢
力
の
退
潮
と
日
中
戦
争
へ
と
向
か
う
国
際
情
勢
の
緊
迫
化
の
中
で
、「
大
正
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」
体
制
へ
の
復
帰
を
可
能
に
す
る
切
り
札
と
し
て
嘱
望
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
と

り
わ
け
満
州
事
変
以
降
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
体
制
の
崩
壊
が
眼
前
に
迫
る
情
勢
に
お
い
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て
、「
宇
垣
内
閣
」
と
い
う
選
択
肢
は
、
追
い
込
ま
れ
た
政
党
主
義
者
・
国
際
協
調
主
義
者
の

最
後
の
抵
抗
の
試
み
で
あ
り
、
宇
垣
の
政
治
・
外
交
指
導
の
成
否
は
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

体
制
へ
復
帰
で
き
る
か
ど
う
か
の
試
金
石
と
み
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
翻
っ
て
考
え
て
み
る
と
、
当
時
の
宇
垣
に
対
す
る
広
範
な
期
待
は
、
現
実
に
実
行
さ

れ
た
宇
垣
の
政
治
外
交
政
策
へ
の
冷
静
な
評
価
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、
実
の
と
こ
ろ
、
全

て
実
現
し
な
か
っ
た
（
又
は
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
）
宇
垣
の
政
治
外
交
政
策
に
、
議
会
政
治

と
国
際
協
調
主
義
へ
の
復
帰
の
道
筋
を
見
出
し
、
そ
の
政
治
的
可
能
性
を
評
価
す
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
姿
勢
は
、
同
時
代
の
政
党
主
義
者
・
国
際
協
調
主
義
者
の
み
な
ら
ず
、
現
代

の
歴
史
学
者
・
政
治
学
者
の
多
く
に
共
通
す
る
も
の
で
、
多
く
の
研
究
者
は
、
戦
前
の
あ
る
時

期
、
戦
争
と
平
和
、「
全
体
主
義
」
と
「
民
主
主
義
」
の
分
岐
点
で
、
宇
垣
の
政
治
指
導
の
成

否
が
日
本
の
運
命
を
決
定
的
に
左
右
し
た
（
あ
る
い
は
左
右
し
得
た
）
と
主
張
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

本
論
文
は
、「
第
三
の
選
択
肢
」
と
し
て
宇
垣
が
も
ち
え
た
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
体
制
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へ
の
復
帰
の
可
能
性
自
体
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
宇
垣
の
政
策
志
向
や
そ
れ
に
由
来

す
る
潜
在
的
可
能
性
あ
る
い
は
周
囲
の
期
待
と
、
実
際
の
政
治
局
面
で
宇
垣
が
い
か
に
行
動
し

た
か
と
い
う
問
題
は
、
峻
別
し
て
理
解
す
る
べ
き
だ
と
い
う
立
場
に
た
っ
て
い
る
。
一
般
的
に

い
え
ば
、
元
来
の
政
策
的
意
図
と
、
現
実
の
政
治
的
結
果
が
相
反
し
た
例
は
、
歴
史
上
、
枚
挙

に
遑
が
な
い
。
既
存
の
諸
研
究
は
、「
宇
垣
内
閣
」
が
陸
軍
の
反
対
の
前
に
「
流
産
」
に
追
い

込
ま
れ
た
と
い
う
一
点
を
捉
え
て
、「
宇
垣
内
閣
」
の
政
治
的
性
格
を
解
釈
し
、
宇
垣
を
評
価

し
て
き
た
が
、
実
の
と
こ
ろ
宇
垣
内
閣
が
な
ぜ
「
流
産
」
し
た
か
に
つ
い
て
踏
み
込
ん
だ
検
討

を
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
宇
垣
は
一
九
二
四
年
に
清
浦
奎
吾
内
閣
の
陸
軍
大
臣
に

就
任
し
て
か
ら
、一
九
三
八
年
第
一
次
近
衛
文
麿
内
閣
に
お
い
て
外
務
大
臣
を
辞
任
す
る
ま
で
、

一
五
年
に
亘
っ
て
政
治
の
第
一
線
に
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
、
い
く
つ
も
の
歴
史
的
転
換
点
が
あ

っ
た
。
そ
の
時
点
に
お
い
て
、
宇
垣
が
一
体
何
を
考
え
、
ど
の
よ
う
な
施
策
を
立
て
、
実
際
に

ど
う
振
る
舞
っ
た
の
か
、
そ
し
て
何
故
成
功
し
、
ま
た
は
失
敗
し
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
を

精
査
し
な
け
れ
ば
、
宇
垣
を
評
価
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
実
際
に
は
、
宇
垣
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の
政
治
・
外
交
指
導
を
、
具
体
的
・
厳
密
に
検
証
し
た
研
究
は
殆
ん
ど
な
く
、
し
か
も
既
存
の

研
究
は
、
宇
垣
の
挫
折
の
原
因
を
、
宇
垣
自
身
に
即
し
て
原
因
を
検
討
せ
ず
、
専
ら
周
囲
（
元

老
・
宮
中
側
近
・
政
党
政
治
家
・
軍
部
）
の
無
理
解
や
危
機
感
の
希
薄
さ
に
求
め
て
き
た
の
で

あ
る
。

本
論
文
は
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
踏
ま
え
、
宇
垣
の
具
体
的
な
政
治
・
外
交
指
導
を
可

能
な
限
り
実
証
的
に
分
析
し
、
戦
間
期
に
お
け
る
宇
垣
評
価
を
再
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

ま
ず
、
本
論
の
内
容
を
要
約
す
る
。

第
一
部
で
は
「
軍
縮
」
を
め
ぐ
る
宇
垣
の
政
治
指
導
を
分
析
す
る
。

第
一
章
で
は
、
宇
垣
軍
縮
と
第
二
次
軍
制
改
革
の
実
相
を
明
ら
か
に
し
、
何
故
、
宇
垣
軍
縮

は
「
成
功
」
し
た
の
か
、
ま
た
何
故
、
第
二
次
軍
制
改
革
は
「
失
敗
」
し
た
の
か
、
そ
の
原
因

を
解
明
す
る
。
特
に
両
改
革
に
於
け
る
参
謀
本
部
の
論
理
と
役
割
に
注
目
し
、
宇
垣
の
政
治
指

導
よ
り
も
参
謀
本
部
の
態
度
が
両
改
革
の
成
否
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
事
実
を
明
ら
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か
に
す
る
。

第
二
章
は
、
第
二
次
軍
制
改
革
に
お
い
て
装
備
近
代
化
と
共
に
重
大
な
問
題
と
な
っ
た
外
地

兵
備
改
編
構
想
に
つ
い
て
論
じ
る
。
宇
垣
と
参
謀
本
部
は
、
外
地
兵
備
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

も
対
立
し
た
。宇
垣
は
師
団
を
改
編
し
て
警
備
力
を
重
視
す
る
方
向
に
舵
を
切
ろ
う
と
す
る
が
、

戦
略
的
戦
力
の
維
持
を
強
硬
に
主
張
す
る
参
謀
本
部
を
結
局
説
得
で
き
ず
、
辞
任
を
余
儀
な
く

さ
れ
た
。
穏
健
な
満
蒙
政
策
を
主
唱
し
て
い
た
宇
垣
の
辞
任
は
、
陸
軍
部
内
で
満
蒙
問
題
を
武

力
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
構
想
を
陸
軍
省
部
の
公
式
見
解
と
す
る
契
機
と
な
り
、
宇
垣
の
辞
任

が
満
州
事
変
の
勃
発
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
部
で
は
、
著
名
な
宇
垣
「
流
産
」
内
閣
に
か
か
わ
る
問
題
を
考
察
す
る
。

第
一
章
で
扱
う
の
は
「
宇
垣
時
代
」
に
於
け
る
陸
軍
派
閥
対
立
の
問
題
で
あ
る
。
周
知
の
よ

う
に
、
宇
垣
は
、
対
立
し
た
上
原
派
と
、
上
原
派
を
引
き
継
い
だ
皇
道
派
か
ら
の
批
判
に
悩
ま

さ
れ
続
け
た
。
し
か
し
陸
軍
長
州
閥
を
引
き
継
ぎ
、
政
友
会
に
接
近
し
た
田
中
義
一
の
庇
護
か

ら
離
れ
、
政
治
的
な
独
立
を
模
索
す
る
宇
垣
は
、
浜
口
民
政
党
内
閣
に
お
け
る
陸
軍
大
臣
復
帰
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に
際
し
て
、
上
原
派
の
重
鎮
、
福
田
雅
太
郎
の
枢
密
院
入
り
を
後
押
し
し
て
上
原
派
と
の
関
係

改
善
を
積
極
的
に
試
み
た
。
結
局
、
そ
れ
は
福
田
の
早
世
な
ど
に
よ
っ
て
失
敗
に
終
わ
る
も
の

の
、
宇
垣
と
上
原
派
と
の
関
係
は
、
対
立
に
尽
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。第

二
章
は
、
宇
垣
内
閣
「
流
産
」
に
直
接
的
に
関
係
す
る
、
宇
垣
と
統
帥
権
の
独
立
の
問
題

を
論
じ
る
。
統
帥
権
の
独
立
を
め
ぐ
る
問
題
は
、「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
期
に
お
い
て
は
、

む
し
ろ
軍
部
は
政
党
か
ら
の
攻
撃
に
晒
さ
れ
、
実
際
に
も
、
原
敬
内
閣
成
立
以
降
、
田
中
や
宇

垣
な
ど
政
党
内
閣
と
協
調
し
た
陸
軍
大
臣
の
存
在
を
前
提
と
し
て
政
治
優
位
の
政
軍
関
係
が
定

着
し
つ
つ
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宇
垣
の
政
軍
協
調
路
線
な
い
し
は
政
府
・
政
党
へ
の
協
調
は
、

陸
軍
の
組
織
利
益
で
あ
る
参
謀
本
部
の
独
立
や
軍
部
大
臣
現
役
武
官
制
を
政
党
か
ら
の
攻
撃
か

ら
防
御
し
維
持
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
政
軍
協
調
路
線
に
対
す
る
理
念
的
な
支
持
に
基
づ

く
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
満
州
事
変
以
後
の
、
軍
部
の
政
治
的
台
頭
と
い
う
政
軍

関
係
の
急
激
な
変
容
の
背
景
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
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第
三
章
に
お
い
て
は
、「
政
治
家
」
宇
垣
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
も
言
う
べ
き
、
宇
垣
内
閣

「
流
産
」
を
取
扱
う
。
こ
の
問
題
は
、
従
来
、
政
党
政
治
の
復
活
を
め
ざ
し
た
「
現
状
維
持
的
」

既
成
政
党
に
担
が
れ
た
宇
垣
と
、「
革
新
的
」
国
家
改
造
を
志
向
す
る
陸
軍
の
正
面
衝
突
と
し

て
語
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
章
は
、
こ
の
図
式
に
異
議
を
唱
え
、
宇
垣
の
組
閣
失
敗
の
原
因

に
つ
い
て
、
宇
垣
を
支
持
し
て
い
た
は
ず
の
既
成
政
党
勢
力
が
な
ぜ
「
流
産
」
の
危
機
に
際
し

て
宇
垣
を
擁
護
せ
ず
に
見
捨
て
た
の
か
と
い
う
全
く
新
し
い
視
角
か
ら
再
検
討
し
、
宇
垣
「
流

産
」
内
閣
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
て
い
る
。

第
三
部
で
は
、
宇
垣
の
外
交
指
導
に
つ
い
て
分
析
す
る
。

宇
垣
は
陸
軍
大
臣
就
任
以
前
か
ら
、
大
陸
問
題
に
並
々
な
ら
ぬ
関
心
を
寄
せ
て
お
り
、
陸
軍

大
臣
就
任
後
は
、
軍
制
改
革
と
と
も
に
大
陸
問
題
の
解
決
を
自
身
の
政
治
的
使
命
と
考
え
て
い

た
。第

一
章
で
は
、
そ
の
宇
垣
の
対
中
政
策
の
推
移
を
概
観
す
る
。
宇
垣
の
対
中
政
策
は
、
元
来
、

経
済
発
展
と
列
国
協
調
に
主
眼
を
置
い
た
概
し
て
穏
健
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
満
州
事
変
勃
発
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後
、
宇
垣
は
、
突
如
、
急
進
化
し
、
従
来
の
穏
健
策
を
放
棄
す
る
。
し
か
し
事
態
が
一
段
落
す

る
と
、
宇
垣
の
強
硬
論
は
再
び
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め
、
日
中
戦
争
の
勃
発
時
に
は
当
初
の

穏
健
路
線
に
立
ち
戻
り
、
日
中
戦
争
拡
大
に
反
対
す
る
。
こ
う
し
た
事
実
を
指
摘
し
て
、
宇
垣

の
外
交
指
導
の
「
ゆ
ら
ぎ
」
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
二
章
は
、第
一
次
近
衛
内
閣
に
外
務
大
臣
と
し
て
入
閣
し
た
際
の
外
交
指
導
を
分
析
す
る
。

宇
垣
は
、
外
務
大
臣
と
し
て
、
外
交
的
に
行
き
詰
ま
っ
た
近
衛
の
「
対
手
ト
セ
ス
声
明
」
を
巧

み
に
修
正
し
な
が
ら
、
自
己
の
使
命
と
考
え
て
い
た
「
宇
垣
・
孔
祥
�
工
作
」
な
ど
日
中
間
の

和
平
工
作
を
推
進
す
る
。
し
か
し
外
見
的
に
は
「
宇
垣
・
孔
祥
�
工
作
」
の
最
大
の
好
機
到
来

と
い
う
段
階
で
、
宇
垣
は
外
相
を
辞
任
す
る
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
従
来
の
諸
学
説
を
批
判

的
に
検
討
し
な
が
ら
、
漢
口
秋
季
作
戦
ま
で
の
時
期
が
、
和
平
工
作
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
み

た
宇
垣
が
、
時
間
的
切
迫
の
な
か
で
和
平
条
件
を
鮮
明
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
そ
の
こ
と

が
結
果
と
し
て
、
従
来
、
宇
垣
が
慎
重
に
対
応
し
て
対
立
を
回
避
し
て
い
た
陸
軍
と
の
正
面
衝

突
に
つ
な
が
り
、
近
衛
の
冷
淡
さ
と
相
ま
っ
て
、
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
す
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る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
の
長
所
と
し
て
第
一
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
論
文
作
成
に
あ
た
り
、
国
会
図
書
館
憲
政

資
料
室
や
防
衛
研
究
所
な
ど
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
一
次
資
料
の
収
集
、
お
よ
び
宇
垣
周
辺
の
速

記
録
や
回
想
録
な
ど
の
二
次
資
料
の
探
索
と
を
精
力
的
か
つ
丁
寧
に
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

今
回
初
め
て
発
掘
さ
れ
た
新
資
料
こ
そ
数
少
な
い
も
の
の
、
資
料
の
正
確
な
読
解
と
説
得
力
あ

る
資
料
解
釈
に
よ
り
、
本
論
文
は
、
既
存
の
研
究
の
資
料
解
釈
の
誤
り
を
訂
正
す
る
と
と
も
に
、

宇
垣
の
政
治
外
交
指
導
を
分
析
す
る
資
料
的
水
準
を
引
き
上
げ
、
資
料
的
な
基
礎
を
固
め
た
。

現
時
点
で
は
、
戦
間
期
の
宇
垣
に
関
す
る
限
り
、
公
的
文
書
、
私
的
文
書
の
一
次
資
料
お
よ
び

二
次
資
料
に
つ
い
て
、
本
論
文
の
水
準
を
超
え
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
で
あ
ろ
う
。

第
二
に
、
本
論
文
は
、
こ
う
し
て
博
捜
し
た
資
料
に
基
づ
き
、
宇
垣
の
政
治
外
交
指
導
を
分
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析
し
た
最
初
の
本
格
的
な
研
究
で
あ
る
。
宇
垣
は
、
戦
間
期
日
本
の
著
名
な
軍
人
政
治
家
で
あ

り
、
昭
和
戦
前
期
を
扱
っ
た
政
治
史
的
研
究
に
お
い
て
は
、
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
言
及
さ

れ
る
存
在
で
あ
る
。
し
か
し
宇
垣
の
政
治
・
外
交
指
導
の
実
像
を
歴
史
的
資
料
に
基
づ
い
て
、

正
確
に
復
元
し
理
解
し
よ
う
と
す
る
研
究
は
、
従
来
、
不
思
議
な
ほ
ど
少
な
か
っ
た
。
そ
の
意

味
に
お
い
て
、
宇
垣
の
政
治
・
外
交
指
導
を
実
証
的
に
分
析
す
る
本
論
文
は
、
宇
垣
の
伝
記
的

お
よ
び
政
治
史
的
研
究
に
お
い
て
画
期
を
な
す
作
品
と
い
え
よ
う
。

第
三
に
、
こ
う
し
た
実
証
的
な
分
析
か
ら
、
戦
間
期
の
宇
垣
に
つ
い
て
、
従
来
の
定
説
に
大

き
な
修
正
を
迫
る
よ
う
な
新
た
な
歴
史
的
知
見
を
発
見
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
そ
れ
に

つ
い
て
、
以
下
、
重
要
な
三
点
に
の
み
触
れ
る
。

ま
ず
、
宇
垣
の
声
望
を
高
ら
し
め
た
、
四
個
師
団
削
減
に
よ
る
装
備
近
代
化
と
い
う
軍
制
改

革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
。
実
は
こ
れ
は
、
宇
垣
本
来
の
軍
縮
プ
ラ
ン
と
い
う
よ
り
も
、
参
謀
本
部

が
軍
事
的
合
理
性
の
観
点
か
ら
発
案
し
た
も
の
で
あ
り
、
宇
垣
軍
縮
の
成
功
の
要
因
も
、
宇
垣

の
政
治
力
と
い
う
よ
り
は
、
参
謀
本
部
が
軍
事
的
観
点
か
ら
宇
垣
と
協
調
し
た
こ
と
が
大
き
か
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っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
同
時
に
宇
垣
の
第
二
次
軍
制
改
革
が

な
ぜ
挫
折
す
る
の
か
も
説
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
次
軍
制
改
革
時
に
参
謀
本
部
が
宇
垣
の

軍
制
改
革
案
に
反
発
す
る
の
は
、
軍
縮
を
拒
否
し
た
か
ら
で
は
な
く
、
宇
垣
軍
縮
の
成
果
へ
の

不
満
と
共
に
、
戦
時
師
団
を
削
減
す
る
宇
垣
の
第
二
次
改
革
案
に
軍
事
合
理
的
の
観
点
か
ら
疑

問
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
宇
垣
の
軍
制
改
革
の
成
功
と
失

敗
は
、
宇
垣
の
政
治
力
と
い
う
よ
り
も
、
軍
事
的
観
点
に
つ
い
て
の
参
謀
本
部
と
の
意
見
の
相

違
に
左
右
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
従
来
の
宇
垣
イ
メ
ー
ジ
に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ

ろ
う
。

次
に
、
こ
れ
も
世
上
に
名
高
い
宇
垣
「
流
産
」
内
閣
に
つ
い
て
。
従
来
は
、
政
党
政
治
の
復

活
を
め
ざ
す
「
現
状
維
持
的
」
既
成
政
党
に
支
持
さ
れ
た
宇
垣
が
、「
革
新
的
」
国
家
改
造
を

志
向
す
る
陸
軍
に
反
対
さ
れ
て
挫
折
し
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
宇
垣
は
以
前
か
ら

「
現
状
維
持
的
」
勢
力
か
ら
陸
軍
統
制
の
切
り
札
と
し
て
期
待
さ
れ
、
宇
垣
自
身
、
既
成
政
党

の
「
現
状
維
持
的
」
勢
力
と
提
携
し
て
政
界
進
出
・
組
閣
の
機
会
を
窺
っ
て
き
た
。
し
か
し
度
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重
な
る
計
画
の
失
敗
の
末
に
、
待
望
の
大
命
が
降
下
し
た
時
に
は
、
宇
垣
と
既
成
政
党
と
の
関

係
は
す
で
に
冷
え
切
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
た
。
既
成
政
党
に
代
わ
っ
て
宇
垣
の
組
閣
構
想
の

中
心
と
な
っ
た
の
は
、「
革
新
」
志
向
を
持
ち
、
陸
軍
の
主
張
に
も
配
慮
す
る
、
朝
鮮
総
督
時

代
か
ら
の
宇
垣
の
腹
心
と
国
策
研
究
会
に
連
な
る
「
革
新
的
」
勢
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、

宇
垣
と
陸
軍
が
衝
突
し
た
際
、
既
成
政
党
は
あ
え
て
宇
垣
を
擁
護
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。
本
論
文
は
、
宇
垣
「
流
産
」
内
閣
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
十
分
検
討
さ
れ
た
こ
と
の

な
い
、
な
ぜ
宇
垣
を
従
来
か
つ
い
で
い
た
既
成
政
党
が
、
決
定
的
な
場
面
で
陸
軍
に
対
し
て
宇

垣
を
擁
護
し
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
新
鮮
な
視
角
か
ら
分
析
を
試
み
、
通
説
に
大
き
な
変
容
を

迫
っ
て
い
る
。

最
後
は
、
宇
垣
の
外
交
指
導
に
つ
い
て
で
あ
る
。
元
来
、
経
済
発
展
と
列
国
協
調
を
基
本
と

す
る
穏
健
な
対
中
政
策
を
抱
い
て
い
た
宇
垣
が
、
近
衛
内
閣
に
お
い
て
外
相
を
辞
任
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
り
、
最
終
的
に
挫
折
す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
諸
説
が
交
錯
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、

そ
の
論
拠
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
整
理
す
る
と
と
も
に
、
外
相
就
任
前
後
の
宇
垣
の
行
動
を
仔
細
に
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検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
宇
垣
の
期
待
し
た
外
交
陣
営
刷
新
が
大
幅
に
遅
れ
、
和
平
実
現
の

た
め
条
件
を
緩
和
し
た
こ
と
が
陸
軍
の
態
度
を
硬
化
さ
せ
、
し
か
も
近
衛
は
宇
垣
の
窮
地
に
冷

淡
で
、「
宇
垣
・
孔
祥
�
工
作
」
が
直
接
会
談
の
直
前
ま
で
漕
ぎ
着
け
た
時
に
は
、
実
は
国
内

的
に
は
和
平
の
可
能
性
は
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
宇
垣
辞
任
が
和
平

工
作
の
可
能
性
を
消
滅
さ
せ
た
の
で
は
な
く
、
宇
垣
の
政
治
・
外
交
指
導
の
失
敗
も
一
因
と
な

っ
て
和
平
の
可
能
性
が
潰
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
、
従
来
の
説
明
に
比
し
て
、
よ
り
周

到
な
説
明
に
な
っ
て
い
よ
う
。

と
は
い
え
、
本
論
文
に
も
改
善
の
余
地
は
あ
る
。

第
一
に
、
本
論
文
は
、
個
々
の
章
は
、
基
本
的
に
論
点
が
明
確
だ
が
、
全
体
を
通
し
て
の
宇

垣
像
は
十
分
に
明
快
と
は
言
い
が
た
い
。
各
章
の
論
文
は
、
既
存
の
研
究
に
対
す
る
、
新
た
な

実
証
に
よ
る
リ
ビ
ジ
ョ
ン
と
い
う
問
題
意
識
が
強
く
、
そ
れ
が
多
く
の
新
鮮
な
知
見
に
結
び
つ

い
て
い
る
一
方
、
各
章
が
有
機
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
戦
間
期
の
宇
垣
に
つ

い
て
全
体
を
通
し
て
何
を
検
討
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
問
題
設
定
が
わ
か
り
に
く
い
。
本
論
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文
の
実
証
的
分
析
か
ら
浮
上
し
て
く
る
宇
垣
の
「
実
像
」
は
、
通
説
や
当
時
の
待
望
論
と
は
か

な
り
距
離
の
あ
る
、
と
り
わ
け
満
州
事
変
以
後
は
、
政
治
的
に
も
外
交
的
に
も
ゆ
ら
ぎ
が
大
き

く
、
穏
健
派
の
代
表
的
人
物
に
は
収
ま
り
き
ら
な
い
宇
垣
像
で
あ
り
、
し
か
も
宇
垣
の
挫
折
に

は
宇
垣
自
身
に
帰
す
べ
き
要
因
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
結
果
的
に
従

来
の
宇
垣
像
の
「
神
話
」
破
壊
と
な
っ
て
い
る
が
、「
神
話
」
を
破
壊
し
た
後
の
宇
垣
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
た
ら
い
い
の
か
、
そ
し
て
戦
間
期
の
宇
垣
研
究
が
も
つ
意
味
・
意
義
に
つ

い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
論
述
が
あ
れ
ば
、
読
後
感
は
よ
り
充
実
し
た
も
の
と
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。第

二
に
、
全
体
の
記
述
は
概
ね
明
瞭
で
読
み
や
す
い
が
、
時
に
既
存
の
研
究
に
対
す
る
意
識

が
強
す
ぎ
て
、
論
述
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
た
、
一
次
資
料
と
二
次
資

料
を
混
在
さ
せ
て
、
歴
史
的
事
象
を
説
明
し
て
い
る
箇
所
が
あ
り
、
よ
り
慎
重
な
資
料
操
作
が

望
ま
れ
る
部
分
も
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
欠
点
は
、
本
論
文
の
価
値
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
は
な
い
。
分
厚
い
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業
績
の
あ
る
戦
間
期
の
宇
垣
研
究
に
対
し
て
果
敢
に
挑
み
、
通
説
に
大
き
な
修
正
を
迫
る
歴
史

的
知
見
を
切
り
開
い
た
こ
と
は
、
著
者
の
研
究
能
力
の
高
さ
を
実
証
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し

て
ま
た
戦
間
期
の
政
治
史
の
理
解
に
大
き
く
貢
献
す
る
優
れ
た
論
文
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。

よ
っ
て
、
本
論
文
提
出
者
�
杉
洋
平
は
、
博
士
（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
を

十
分
に
有
す
る
も
の
と
判
定
す
る
。

平
成
二
十
六
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二
月
二
十
日
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